
区政報告

日
本
共
産
党
港
区
議
員
団

№８８

い
の
く
ま
正
一
で
す

ま

さ

か

ず

2008年１月号

〒１０５ー８５１１

港
区
芝
公
園
１
ー
５
ー
２
５

電

話

３
５
７
８
ー
２
９
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

３
５
７
８
ー
２
９
４
７

in
ok
um
a@

jcp
-m

in
at

ok
ug

id
an

.g
r.

jp

日
本
共
産
党

HP

h
tt
p:
//

ww
w.

jc
p-
mi

na
to
ku

gi
da
n.

gr
.j
p/

こんにちは 日本共産党 いのくま正一です（１） ２００８年１月

無料なんでも相談会 毎月第３木曜 １８時３０分～ 事前にご予約ください。 「困ったときこそ親身な相談」

日
本
共
産
党
港
区
議
員
団
の
呼
び

か
け
で
十
二
月
十
一
日
、
「
く
ら
し

と
営
業
、
福
祉
、
医
療
、
平
和
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
港
勤
労
福

祉
会
館
で
開
か
れ
、
八
十
二
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

障
害
者
施
設
の
関
係
者
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
病
院
の
総
婦
長
、
大
規
模

開
発
に
反
対
し
て
い
る
会
、
麻
布
米

軍
ヘ
リ
基
地
撤
去
実
行
委
員
会
、

首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
港
分
会
、

学
校
関
係
者
、
く
ぼ
た
光
日
本
共

産
党
元
都
議
ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
発
言
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
お
か
れ
て
い
る
実
態
と
政
治
へ

の
告
発
、
具
体
的
な
提
案
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
地
域
を
変
え
る
に
は
住
民
の

力
と
連
帯
が
必
要
」
と
の
力
強
い
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は

「
区
政
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
区
民
は

意
見
を
だ
そ
う
」
と
の
発
言
も
。

参
加
者
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
な
運
動

が
あ
る
が
、
問
題
の
根
っ
こ
は
一
つ

だ
と
分
か
っ
た
」
「
も
っ
と
時
間
を

と
っ
て
ま
た
開
い
て
ほ
し
い
」
な
ど

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

障害者手帳のない高齢者（６５才以上）の方で障害者に準ず

ると区が認めた場合、「障害者控除対象者認定書」の発行を受

けることで、所得税や住民税の障害者控除の対象になります。

１１月７日の委員会で、障害の起因年月によっては、遡及して

（５年以内）認定を行う」ことを明らかにしました。

これまで、党区議団は、障害手帳のない高齢者の方で障害者

に準ずる方に「障害者控除対象認定書」を発行するよう提案し

実施させてきました。今回の遡及は、要介護Ⅰ以上の方で過去

５年間において障害理由に該当する対象者で、遡及の認定を行

うというものです。党区議団が要介護状態になった時点にさか

のぼって認定するよう求めてきたことが実ったものです。

党区議団は、定例議会に国民のくらしや各社会保障の改善を

めざすため、各種の意見書を提出するよう提案しました。

応益負担の中止を求める「障害者自立支援法の改正を求める

意見書」、「消費税増税に反対する意見書」、「生活保護制度

の拡充を求める意見書」、「安心して子どもが産める社会への

緊急対策の実施を求める意見書」などを提案しました。

しかし、他会派が賛同せず意見書はまとまりませんでした。

高層住宅のエレベーターが停止した時、けが人、高齢者を階

段を使って下ろすのは大変です。「階段避難車」は、狭い階段

でも利用でき、容易に避難させることが出来ます。「高層マン

ションの自治会や防災住民組織に貸与すること」などを提案し

ました。区長は、避難対策として「階段避難車の配備は一つの

方法として考えられる」高層住宅への階段避難車の配備につい

て、「検討を進めています」と答弁しました。

くらし・平和で
共産党が

障害者・特別障害者控除対象者認定書

社会保障の改善求める各種意見書を提案

高層住宅に階段避難車の貸与を

党
区
議
団
は
、
昨
年
の
第
四
回

定
例
会
本
会
議
の
代
表
質
問
で
、

都
立
広
尾
病
院
を
都
直
営
病
院
と

し
て
存
続
さ
せ
る
よ
う
都
知
事
に

申
し
入
れ
す
る
こ
と
を
区
長
に
求

め
ま
し
た
。

区
長
は
、
「
都
の
今
後
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
適
切
に
対
応

し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

十
二
月
十
三
日
、
「
広
尾
病
院

は
都
立
の
ま
ま
で

交
流
の
集
い
」

が
開
か
れ
、
広
尾
病
院
職
員
、
患

者
、
医
療
関
係
者
や
地
域
の
住
民
、

町
会
・
自
治
会
長
な
ど
八
十
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

「
独
立
行
政
法
人
化
で
広
尾
病

院
は
ど
う
な
る
の
」
な
ど
の
報
告

が
あ
っ
た
後
、
参
加
者
か
ら
発
言

や
意
見
で
交
流
し
ま
し
た
。
「
広

尾
病
院
が
あ
る
か
ら
安
心
し
て
住

ん
で
い
ら
れ
る
」
な
ど
の
発
言
が

続
き
「
都
立
で
存
続
さ
せ
る
会
準

備
会
」
を
設
立
さ
せ
る
こ
と
を
確

認
し
合
い
ま
し
た
。
港
区
で
は
既

に
「
守
る
会
準
備
会
」
が
作
ら
れ
、

署
名
・
宣
伝
活
動
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

広
尾
病
院
は

都
立
の
ま
ま
で

守
る
会

準
備
会
発
足

８
２
名

他会派が不同意 実らず



区
議
会
に
「
少
人
数
学
級
実

施
に
関
す
る
請
願
」
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
少
人
数
学
級
の
実

施
を
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ

が
実
施
で
き
な
い
時
で
も
、
三

〇
人
以
上
の
学
級
す
べ
て
に
、

常
勤
の
講
師
を
置
く
こ
と
を
求

め
た
請
願
で
す
。

党
委
員
は
、
各
国
の
学
級
基

準
か
ら
見
て
も
、
日
本
の
四
十

人
学
級
は
多
す
ぎ
る
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。

十
二
月
五
日
の
マ
ス
コ
ミ
で

発
表
さ
れ
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経

済
協
力
開
発
機
構
）
は
、
日
本

の
高
校
生
は
、
他
国
に
比
べ
て

理
科
学
習
へ
の
関
心
・
意
欲
が

著
し
く
低
い
こ
と
、
ま
た
、
日

本
の
授
業
で
は
実
験
・
観
察
、

発
表
の
機
会
や
討
論
が
少
な
い

こ
と
も
判
明
。
生
徒
が
積
極
的

に
参
加
す
る
授
業
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
が
一
因
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
小
学
校
で
三
〇
人
学

級
を
実
施
し
て
い
る
埼
玉
・
志

木
市
は
、
子
ど
も
た
ち
が
「
ち
ゃ

ん
と
教
え
て
く
れ
る
」
、
「
わ

か
り
や
す
い
」
と
ハ
ツ
ラ
ツ
と

答
え
て
い
ま
す
。

党
委
員
は
、
こ
う
し
た
実
態

を
紹
介
し
、
「
少
人
数
学
級
実

施
が
ど
の
子
も
わ
か
る
授
業
の

た
め
に
も
大
き
な
力
に
な
る
」

と
請
願
の
採
択
を
主
張
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
民
・
公
明
・

民
主
の
議
員
は
、
請
願
を
否
決

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
公
明
党

の
近
藤
議
員
は
、
「
障
害
学
級

は
九
人
と
い
う
ク
ラ
ス
だ
っ
た

が
、
い
じ
め
も
あ
る
」
、
「
少

人
数
だ
か
ら
学
力
が
向
上
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
」
な
ど
と

主
張
し
て
い
ま
す
。

少人数学級の実施を求める請願

自民・公明・民主・みらいが否決

区
議
会
と
港
区
長
は
十
二
月
十
八
日
、
防

衛
省
に
「
麻
布
米
軍
ヘ
リ
基
地
撤
去
」
の
要

請
を
行
い
ま
し
た
。
党
議
員
団
か
ら
は
、
風

見
副
議
長
と
い
の
く
ま
幹
事
長
が
参
加
し
ま

し
た
。

要
請
書
は
「
港
区
民
は
米
軍
ヘ
リ
基
地
の

騒
音
に
悩
ま
さ
れ
、
事
故
発
生
の
不
安

を
抱
え
て
い
る
」
と
し
、
「
一
部
土
地

の
返
還
が
合
意
さ
れ
た
が
、
原
状
復
帰
・

返
還
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
、
基
地
の

恒
久
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
強
く
懸
念
」

と
断
じ
て
い
ま
す
。

こんにちは 日本共産党 いのくま正一です （２）２００８年１月

一
二
月
七
日
の
本
会
議
で
、
リ
ン
パ
浮
腫

治
療
の
保
険
適
用
を
求
め
る
意
見
書
を
全

会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

癌
手
術
後
に
リ
ン
パ
浮
腫
が
起
こ
る
人

も
多
く
、
そ
の
患
者
は
全
国
で
は
十
万
人

以
上
で
す
。
リ
ン
パ
浮
腫
治
療
は
外
科
手

術
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
が
保
険
適
用
外
。

金
銭
的
負
担
も
大
き
く
、
多
く
の
患
者
が

症
状
悪
化
や
合
併
症
で
悩
ん
で
い
ま
す
。

意
見
書
は
、
政
府
に
対
し
、
高
額
な
治

療
費
負
担
を
減
ら
し
、
治
療
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
、
診
療
報
酬
の
改
定
に
際
し
、

保
険
適
用
と
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
て
い

ま
す
。
党
区
議
団
は
、
本
会
議
で
区
長
に

同
趣
旨
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

区
長
は
、
「
弾
性
ス
リ
ー
ブ
は
疾
病
や

負
傷
の
治
療
に
不
可
欠
」
、
「
治
療
の
実

態
や
医
師
の
意
見
書
を
ふ
ま
え
個
別
具
体

的
に
判
断
」
す
る
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
東
京
都
委
員
会
は
十
二
月

十
日
、
「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」
を
口
実
に
し

た
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
・
パ
ト
リ
オ
ッ
ト

（
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
）
の
配
備
と
移
動
展
開
訓
練

を
や
め
る
よ
う
防
衛
省
に
申
し
入
れ
ま
し

た
。
申
し
入
れ
は
、
港
区
議
団
事
務
局
長

も
含
め
、
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ａ
Ｃ
３
は
、
昨
年
三
月
の
入
間
基
地

に
つ
づ
き
、
十
一
月
に
は
習
志
野
駐
屯
地

に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
都
の
管
理
す
る
、

お
台
場
海
浜
公
園
（
港
区
）
や
晴
海
ふ
頭

公
園
（
中
央
区
）
を
含
め
た
、
都
内
十
カ

所
の
施
設
で
、
今
月
中
に
も
移
動
展
開
訓

練
を
実
施
す
る
と
報
じ
ら
れ
、
都
民
の
批

判
や
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

①
移
動
展
開
訓
練
を
行
わ
な
い
こ
と
。

②
配
備
を
中
止
し
、
配
備
済
み
の
も
の
も

す
み
や
か
に
撤
去
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

リ
ン
パ
浮
腫
治
療
の
保
険
適
用
を
求
め

意
見
書

麻
布
米
軍
ヘ
リ
基
地
撤
去
を
申
し
入
れ

港
区
と
議
会

フォーラム民主（民主・社民・オンブズマン港）の６

人の会派は、区民からの請願に対して会派としての態度

がバラバラです。

区民文教常任委員会で審議された、後期高齢者医療制

度の実施中止・撤回を求める請願に対し

て、委員会では、請願を否決する態度を

とりました。社民の阿部議員は、請願の

紹介議員に名前を書きましたが、その後

署名を抹消し、採決では議場を退場して

います。オンブズマン港の樋渡議員は、

請願否決の態度です。

少人数学級実施を求める請願に対しても、阿部議員、

樋渡議員は否決の態度です。

囲碁・将棋を学校の必修授業にするよう求める請願で

は、フォーラム民主の七戸議員だけが紹介議員になり、

委員会では、民主の杉浦議員だけが賛成の態度。日本共

産党は「学校の授業科目を議会で決めて教育委員会に押

しつけるべきではない」と請願の不採択を主張。本会議

での採決にあたり、民主フォーラムの七戸議員、杉浦議

員は退席し、他の４人は請願不採択の態度でした。

議会の会派のあり方が問われています。別々の考えを

もっている議員が集まっているのです。同会派は６人集

まることで、２人が委員長に就いています。

６人組みで 委員長ポスト２つ

会派で請願の態度 バラバラ
フォーラム民主（民主・社民・オンブズマン）

Ｐ
Ａ
Ｃ
３

お
台
場
な
ど
で
の
訓
練
や
め
よ

消費者、地方への影響を緩和するため、ガソリンなど石油製品や食料品・日用品などの便乗値上げの

監視を強化し、生活必需品である灯油量の確保と価格の引き下げのため政府が緊急対策を行うこと。日本共産党が政府へ要求原油高騰


